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１．問題提起
韓国では1990年代に入り，パソコン通信やインターネットの急速な普及とともに日本の大
衆文化を積極的に消費する若者たちが急増するようになった。1965年の韓日国交正常化から
30年あまり過ぎた1998年10月に日本大衆文化に対する開放措置が取られたのも，結局は，こ
うした若者たちによってアングラで広範囲に流通していた日本大衆文化を政治的論理に基づ
き，これ以上不法に放置できない現実を受け入れたものと言えよう。その後2004年の第４次
開放まで，ドラマや放送など，わずかの部分を除いてあらゆる分野の日本大衆文化が開放さ
れたことは周知の事実である。
ここで私たちは四回にわたった開放措置以後，韓国社会における日本大衆文化の受入と関
連して，どのような変化が起きたのか調べる必要があるだろう。現在アジアで起きている日
本大衆文化の国境を越えた（transnational）流通と消費の一断面を把握するのに役立てるた
めである。このためにまず，大衆文化開放措置がとられる以前の，日韓文化交流に関する重
要事件を整理し，次に開放を前後して展開された議論で浮かび上がった韓国社会の日本大衆
文化への認識の一断面を調べ，最後に大衆文化開放後の韓国社会の変化について分析しよう
と思う。特にこの文の中心テーマである最後の変化の様態については，日本大衆文化の受入
が多様な領域でなされおり，その全体像を把握するのが容易でない。それでこの文では比較
的量的データを入手しやすい映画分野に1) 注目することにした。
２．日本大衆文化が開放されるまで
2004年の日本大衆文化第４次開放に至るまでの韓日間文化交流の歴史のなかで，重要な事
項を選んで整理すると次のとおりである2)。
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1) 第３次開放以降の日本大衆文化の受入，特に JPOPの韓国内流通の展望を，音楽マーケティング
の視点から詳細に分析した研究もある（岸元祐一，2001，pp. 1123）
2) http: // cafe.daum.net /bookshouse（2006.9.27）の「日本文化４次開放」から引用し，さらにいくつ
かの事項を追加した
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1992.10 李スジョン文化部長官が日本大衆文化開放の肯定的検討示唆
1994. 3 歌手・桂銀淑が文化体育部の許可を受け，独立後国内公演では初めて日本歌謡を
歌う
1994. 5 日本「小島屋万助劇場」が大邱，釜山公演
1994. 9 日本の劇団「四季｣，国立劇場で「ジーザス・クライスト=スーパースター」公演
1995. 1 俳優・安聖基が日本の小栗康平監督の「眠る男」に出演契約
1995. 2 公演倫理審査委員会が米国映画「将軍マエダ」の国内上映を不許可
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1996. 9 釜山国際映画祭で安聖基主演の日本映画「眠る男」等15本が初めての上映
1998. 2 金大中大統領が段階的開放表明
1998. 5 文化観光部に日本文化開放に関する諮問委員会設置
1998.10 日本文化第１次開放（映画，ビデオ，漫画の段階的開放措置）
1999. 9 日本文化第２次開放（映画の開放範囲拡大および大衆歌謡開放）
2000. 6 日本文化第３次開放（映画，ビデオ，公演，ゲーム，放送など第１，第２次に比
べて，開放程度大幅拡大3)
2001. 7 歴史歪曲教科書問題で段階的開放中断
2002. 6 韓日ワールドカップ共同開催
2003. 6 韓日首脳会談の共同声明の内容で『両国の文化交流の活性化のために，韓国は日
本大衆文化開放を拡大する』と発表
2004. 1 日本文化第４次開放（映画，レコード，ゲームなど完全開放）
上記のとおり，韓日間文化交流や日本文化の開放問題は韓国の文化外交と深く関連してお
り，政策的決定の対象であったことがわかる。ここには暴力的植民支配に対する歴史的記憶
が日本文化との接触により風化するのを警戒しようとする意図が内在されていた。一方，日
本側でも岩淵功一氏の指摘のように，現存する文化的ヘゲモニーの不均衡を適切に利用して，
アジアと日本を連結させようとする超国家主義的欲望を示していると言える（岩淵，2001:
199222; チョハンヘジョン他，2003: 91)。もちろん他のアジア諸国に比べ，韓国ではそう
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3) 当時金大中政権の文化政策に対する詳細な内容は柱 1）の岸元祐一の論文を参考とした。
いう日本の文化外交が容易に浸透していないことは言うまでもない。なぜなら，韓国政府は
文化政策を確立させた1960年以降，最近まで自国の民族主義的アイデンティティーを維持す
るために，一貫して少なくとも表面的には日本国内の政治状況と連係させながら日本文化の
受入を全面的に禁止してきたからである。しかし実際には韓日間の多様な人的・物的交流の
急拡大により，日本文化を物理的に遮断するには限界があったため，結果として日本大衆文
化は長い間，不法・アングラルートによってある程度流通していたのである。
次に2004年１月までに断行された日本大衆文化開放措置の具体的内容を見てみることにす
る（表１)。
上表のような４回にわたる開放によって，当時アングラで流通してきた日本大衆文化が合
法化され，それによって，それまで何度も争点となった韓国における日本大衆文化の模倣や
盗作がこれ以上不可能になった。これについて都正一は日本文化商品のアングラ流通による
文化アングラ市場（需要）の腐敗構造と，模倣と盗作を自らの創作とごまかす生産の腐敗構
造が清算されたとも指摘している（李ヨン 他，1998: 6)。しかしこのような日本大衆文化
の合法化も第１次開放後，2001年７月に教科書問題が起きて，しばらく停滞したことからも
わかるように，いまだに韓日間の政治的産物として，過去の植民支配と，いつでも再浮上す
る可能性のある独島（竹島）領有権問題と関連して，今後どんな形に展開するのか，予測し
にくい側面もある。
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表１日本大衆文化開放措置の内容
段階 開放内容
第１次（1998.10)
４大国際映画祭（カンヌ，ベニス，ベルリン，アカデミー）の受賞作品，韓
日間で共同制作された映画，国内映画に日本人俳優が出演した映画，国内で
上演された映画とビデオ，日本語で出版された漫画と漫画雑誌
第２次（1999.9)
公認された国際映画祭（韓国映画振興委員会褒賞対象の映画祭，国際映画祭
作者連盟が認めた映画祭など70あまり，作品は100編あまり）受賞作，映像
物等級委員会が「全体観覧可」と認めた映画，２千席以下の室内公演会場で
の大衆歌謡公演
第３次（2000.6)
「12歳観覧可」と「15歳観覧可」の映画，国際映画祭のアニメーション受賞
作，国内で上演された映画およびアニメーション，ビデオ，これまで許可し
た映画のケーブル TVおよび衛星放送放映，大衆歌謡公演は室内外区分なく
全面許容，日本語歌唱レコードを除くすべてのレコード，ゲーム機用ビデオ
物を除くすべてのゲーム物（PCゲーム物，オンラインゲーム物，ゲームセ
ンター用ゲーム物)，媒体区分なくスポーツ，ドキュメンタリー，報道プロ
グラムの放送
第４次（2004.1)
放送と劇場用アニメーション分野（2004年末まで開放幅確定）を除くあらゆ
る分野全面開放。
→2006年から劇場用アニメーション許容，放送の部分は部分開放へ
３．大衆文化開放をめぐる賛否両論
1998年の第１次開放を前後して，これに対する賛成・反対の議論が活発に展開された。こ
のような議論の中，まず賛成する側の意見としては，開放後の効果について，大衆文化生産
力を育てるための基本条件の確保に対する社会的関心が喚起され，これまで不法アングラ的
に行われてきた日本大衆文化に対する模倣と盗作が事実上不可能となり，韓国社会の大衆文
化の生産と消費過程に存在していた腐敗構造が清算されるという点が主張された（李ヨン
他，1998: 8)。
これに対して反対する側の意見としては，日本の大衆文化は猥褻的，暴力的であり，過度
に扇情的であるので，これをフィルターに掛けずに受け入れれば青少年の情緒に悪い影響を
与え，さらにまだ大衆文化産業の基盤のぜい弱な国内市場を急速に浸食して，文化産業の基
盤を崩壊させるという点があるという点が主張された。つまり日本大衆文化の「害悪論」
｢威嚇論」である。また中には『子供たちは大人が正しいと考えるとおり育てられる権利が
ある』という文化主権論も主張されはじめた。このような反対側の主張は，すべて日本文化
の流入を規制するために，それまでの形成されてきた主張の影響を受けたものであり，日本
文化の流入を規制するために作られたイデオロギー的主張で，日本大衆文化がどれくらい
「低質」かを強調し，日本文化によって韓国社会が汚染される危険性を警告したものとみら
れる。
しかし，こうした議論の大部分は，日本植民支配に対する不幸な過去の集団的記憶に基づ
くイデオロギー的判断によるものであり（毛利嘉孝，2004: 164)，文化の多様性に対する認
識の欠如とこれまで進めてきた韓国社会の日本大衆文化受入の歴史を意図的に過小評価して
いるという点に問題点がある。また文化の多様性を認めて韓日間文化交流を促進して，相互
理解の幅を広げるという点より，文化を過度に産業論的見解や市場論理的視点から見ている
という指摘もできる。さらに指摘できることは，大衆文化開放の議論の中で，韓国と日本と
いう従来の対立構図以外に，韓国内の世代間の対立（｢386世代｣4) の以前と以降）という新
しい形態の構図が露呈したという点である。むしろ前者より後者の問題として集約されたと
いうことが正しいだろう。
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4) ｢386世代」とは，1990年代に流行した言葉で，30代の年齢で，1980年代に大学に在学し，1960年代
に生れた世代をいう。朴正煕政権の登場とほぼ同じ時期に生まれて，朴正煕政権の経済政策受恵者で
貧困を経験して，1980年代に大学で光州事件を経験して，民権回復のために闘争しながら，民主化さ
れた世の中を夢見た世代といえる。1990年代に入りコンピュータとインターネットの急速な普及で新
世代らがコンピュータを自由に扱うのに比べて，コンピュータ文化に疎外された世代でもあり，当時
「486コンピュータ」にもなじられた言葉でもある。
４．日本大衆文化開放以後の日本映画
（１）心配は杞憂
開放後，映画祭でない一般映画館で韓国に初めて封切られた日本映画は北野武監督／主演
の＜HANABI＞であった。初めて封切られるという話題性とともに日本映画に対する好奇
心で，ソウルだけで４万名あまりの観客が押し寄せた5)。この時マスコミではこの映画に対
する韓国観客の反応を夢中になって取材し，市場浸食力や破壊力に対する専門家の予想も数
多く報道された。筆者もこの映画に対する放送インタビュー（1998年12月５日，MBC）で，
暴力的ながらも芸術性が濃厚で，台詞が極度に制限され，余白の空間を読んで楽しまなけれ
ばならないこの映画の作りこみが，韓国人にとっては非常に異質に感じられるというコメン
トをしたことがある。その次に封切られた黒沢明監督の＜影武者＞はカンヌ国際映画祭でグ
ランプリ賞を受賞した作品だったが，歴史性の濃厚な内容と文化的異質感から，それほど人
気を得られなかった。
1999年９月の第２次開放により「全体観覧可」の判定を受けまたは公認された国際映画祭
（70種類以上）の受賞作へと開放幅が拡大され，その年の11月，以前から大学街と通信網を
飛び交っていた岩井俊二監督の＜ラブレター＞が封切られた。この時，映画輸入会社の代表
は『不法ビデオですでに見たという観客が20万人といううわさがあったため封切り当時，心
配も多かった』と語ったが，ソウルの観客64万名，全国の観客140万人という大成功をおさ
めることができた（注５のインターネットURL)。エキゾチックな雪景を背景に展開する水
彩画のような愛の物語が特に韓国の若者たちに受けたものといえる。この映画の影響で「お
元気ですか」という日本語が一時流行もした。この時期の封切映画は，国際映画祭の受賞作
の持つ際立った作品性や芸術性をもとにした映画ばかりで，すでに商品性が検証されたもの
だった。ここに開放初期の好奇心も加わって，はじめから影響力を持っていたと言える。
2000年６月の第３次開放によって，成人映画を除くすべての日本映画は輸入が可能になっ
た。1998年に２本，1999年４本に過ぎなかった封切映画が2000年には何と39本も封切られる
ほど，日本映画は映画全体の外貨収入比で，米国映画に次ぐ量的膨張を記録した。しかし第
１次，２次開放時には少数の話題作に集中した関心が，選択範囲が広くなった分，関心が分
散する様相を見せはじめた。さらに2001年７月には「歴史教科書」問題が浮上して，日本映
画を集中的に輸入して封切る「スタジオ2.0」では，その影響から岩井俊二監督の＜スワロ
ウテイル＞＜undo＞＜PiCNiC＞＜リリイ・シュシュのすべて＞等の封切りを４～５年後に
延長せざるを得なくなった（注５のインターネットURL)。日本の過去の行為に対しては行
き過ぎるほど厳格な国民感情が日本文化受入に対する自制力を発揮した結果であり，日本映
画の韓国内興行を警戒する見えない他の影響もあったもの考えられる。2005年３月にはボッ
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5) http: //www.cine21.com/News_Report /news_view.php?mm=001002003&mag_id=37638, (2006.9.27)，
金スギョンの「企画リポート・韓国映画市場の日本映画点検」
クスオフィスの２位で善戦していた土井裕泰監督の＜いま，会いにゆきます＞が封切り一週
間後に，島根県議会の「竹島の日」制定事件（2005.3.10）で急遽中止に追い込まれたが，
この映画を中止した一部の映画館では「独島写真展」が開催されるなど，笑うに笑えない事
態がおきたことも，そうした影響の一つであろう。
現在まで，日本映画の中で興行順位が「ベスト10」に入った映画のタイトルを見ると（表
２)，宮崎駿監督の新作アニメーションが１，２位，封切り初期の＜ラブレター＞が３位，
ホラー映画＜呪怨＞が４位を占めている。開放後，認知度を高め続けてきた「ジブリ」アニ
メーションが頭角を現しているが，これは韓国映画が相対的に対抗できない分野（ぜい弱な
分野）であり，日本の漫画やゲームなどに習熟した若い世代の好みを反映したものと見られ
る。開放後2006年９月30日現在まで封切られた日本映画は1998年２本，1999年４本，2000年
10本，2001年７本，2002年12本，2003年18本，2004年37本，2005年37本，2006年は９月まで
で35本，合計162本（うち再封切り１本，追加ダビング版10本）に達するが6)，ソウル観客
を基準として50万名以上を動員した映画はわずか３本に過ぎない（表２)。これに対して
「ハンマック映画会社」の金ヒョンジュン社長は『カメラワークが少なく，ドラマの屈曲が
激しくない日本映画は性急な性格の韓国観客に退屈という印象を与える』と述べている（前
掲の CINE21 ホームページ，金スギョンの文から再引用)。これは日本映画が画面展開に迫
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表２韓国で上映された日本映画の興行ベスト10
順位 映画名 封切日
ソウル観客数
( ）内は全国推定値
1 ハウルの動く城 2004.12.24 981,221（3,000,000）
2 千と千尋の神隠し 2002. 6.28 937,459（2,000,000）
3 ラブレター 1999.11.20 645,615（1,400,000）
4 呪怨 2003. 6.27 345,769
5 踊る大捜査線 2000. 7.22 300,767
6 シャルウィダンス 2000. 5.13 300,169
7 サムライフィクション 2000. 2.19 224,256
8 鉄道員（ぽっぽや） 2000. 2. 4 219,327
9 世界の中心で，愛をさけぶ 2004.10. 8 182,607 （470,000）
10 四月物語 2000. 4. 8 161,423
＜資料＞http: //www.cine21.com/News_Report /news_view.php?mm=001002003&mag_id=37638
から（2006年９月27日検索)，金スギョンの「韓国映画市場の日本映画中間点検」(2006.4.6)。
( ）内の全国推定値は朴ヘミョンの「日本インディーズ映画の静かな反乱」『CINE21』, No.
564（2006.8.8)，p. 69 から補充した。
6) 映画館入場券統合コンピュータ・ネットワークホームページ http: //www.kobis.or.krの検索ウィン
ドウで検索条件「映画別」で「日本」を検索した後，期間「1998.12.01 から 2006.09.30｣，国籍「日
本」で最終検索した資料では総計159本が出てくるが，1998年と1999年に封切られていた映画に明ら
かな誤り（３本漏れ）があるので，これを補完した。
力感がなく，ストーリー展開が躍動的でない一般的傾向を的確に評価したものといえる。
ここでさらに指摘したいことは，日本のフジテレビ制作の＜踊る大捜査線＞や，行定勲氏
の＜世界の中心で，愛をさけぶ＞のような日本国内での興行作が韓国で不振となってしまう
のは，映画に対する事前情報の認知の面で大きな違いがあるからである。つまり韓国では大
部分が特定の映画に関する事前情報や知識を持たず，映画館へ足を運ぶのに対して，日本で
は映画とは別の媒体，たとえば TVドラマや小説，雑誌などとの相互関連によるシナジー効
果を最大限活かして商品性を際立たせている。上述の二つの映画は，同じ名前のドラマを原
作とし，特に後者はすでに小説で話題を集め，小説の人気が TVドラマで，さらに映画にま
で発展したケースである。このほかにも，前述した＜いま，会いにゆきます＞も，小説の人
気を映画館に移すのに成功したケースである。このようにして，日本人は映画を見る前の内
容やそれと関連した情報やイメージを動員して，多様な角度から楽しむのである。
上の＜表２＞と＜表３＞からわかるように，これまで封切られた日本映画は復古的な感性
の恋愛ものとアニメーション，ホラー映画の３ジャンルが韓国の観客に積極的に受け入れら
れているようである。また韓国で上映された全体の映画の中では2003年以降，常に米国映画
に続き３位を占めている。＜表４＞の市場占有率の面では，2003年から2006年９月24日現在
まで，約３年半の間，上映本数では13.8％，観客数ではこれよりはるかに少ない1.8％の占
有率となっている。開放初期に日本大衆文化が韓国文化市場を浸食するのを心配する声が多
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表３日本映画の期間別 box office順位（占有率)
年度 順位 映画名 封切日 観客数（名) 占有率（％)
2003
11 サトラレ 11.21 31,827 2.1
16 踊る大捜査線２ 12.12 20,643 1.4
34 紅の豚 12.19 1,020 0.1
2004
26 ハウルの動く城 12.24 985,252 1.4
63 世界の中心で，愛をさけぶ 10. 8 320,221 0.5
72 着信アリ 7. 9 237,038 0.3
2005
23 ハウルの動く城 2004.12.24
1,485,016
(累積 2,470,268)
1.2
91 着信アリ2 4.29 296,958 0.2
2004.
9.24
38 日本沈没 8.31 755,559 0.7
69 転生 6. 8 308,833 0.3
78 オトシモノ 7.27 266,827 0.3
81 あらしのよるに 2. 9 250,328 0.2
82 着信アリ・ファイナル 6.22 245,066 0.2
90 ゲド戦記：アースシーの風 8.10 204,114 0.2
＜資料＞映画館入場券統合コンピュータ・ネットワークホームページ http: //www.kobis.or.kr（2006.
9.27 検索）で，全体の映画中100位以内に入った日本映画を選び年度別に整理
かったが，これは単なる杞憂であったことが示されたのである。
（２）新しい可能性 合作と「単館封切り」
初期にその大部分がワイドリリース方式で封切られたものの興行に失敗した日本映画は，
最近二つの側面で変化を見せている。まず映画の直輸入でなく，原作の版権を購入して韓国
的風土や韓国人の好みに合うように韓国で制作するという変化である。これはこれまでの興
行失敗にもかかわらず，日本映画の作品性や商品性を他の角度から認識しはじめた証拠と見
ることが出来る。これは日本文化の適切な翻訳（案）によって，両国間の文化的疎通とアジ
ア的普遍性を見つけだそうとする努力といえる。現在，日本のドラマや小説を原作として制
作に入った韓国映画は10本あまりを上回ると見られている。
もう一つ変化は，別名「インディーズ映画」と呼ばれる小さい映画の長期的な単館封切り
で，韓国映画とハリウッド映画に偏っていたワイドリリースの隙間市場を狙った動きである。
ソウルの「スポンジハウス」と「CQN明洞」の試みがその良い事例といえる。2004年10月
に犬童一心という馴染みのない監督の＜ジョゼと虎と魚たち＞は，当初，全国のわずか５か
所の映画館で小規模に封切られたのにもかかわらず５万名あまりも観客を動員し，さらに延
世大学100周年記念館で１か月の延長上映をおこない，１年後に再上映までしたという
（CINE21, No. 564: 69)。またスポンジハウスでは今年７月１日から12日まで「日本インデ
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表４韓国で上映された映画の制作国別本数と観覧客数（2003.12006.9.24)
＜上位５位まで＞
国
年度
韓国 米国 日本 英国 中国 フランス
小計/総計
(小計の％)
03
上映本数
14
(28.6)
20
(40.8)
3
(6.1)
1
(2.0)
2
(4.1)
40/49
(81.6)
観客数
689,276
(46.5)
543,596
(36.7)
53,490
(3.6)
150,104
(10.1)
10,414
(0.7)
1,446,880/1,481,676
(97.7)
04
上映本数
101
(30.7)
127
(38.6)
36
(10.9)
9
(2.7)
3
(0.9)
276/329
(83.9)
観客数
38,236,621
(53.9)
27,359,388
(38.6)
1,822,499
(2.6)
1,414,764
(2.0)
1,037,711
(1.5)
69,870983/70,924,731
(98.5)
05
上映本数
125
(26.6)
155
(33.0)
53
(11.3)
28
(6.0)
4
(0.9)
365/470
(77.7)
観客数
72,436,809
(57.8)
44,593,121
(35.6)
2,363,096
(1.9)
2,129,954
(1.7)
1,128,200
(0.9)
122,651,180/125,397,675
(97.8)
06
上映本数
128
(30.3)
130
(30.7)
49
(11.6)
5
(1.2)
27
(6.4)
339/423
(80.1)
観客数
65,760,059
(62.6)
34,159,068
(32.5)
1,211,760
(2.4)
1,211,760
(1.2)
682,093
(0.7)
103,024,740/105,131,596
(98.0)
計
上映本数
368
(36.1)
432
(42.4)
141
(13.8)
38
(3.7)
12
(1.2)
29
(2.8)
1020/1271
(80.3)
観客数
177,122,765
(59.6)
106,655,173
(35.9)
5,450,845
(1.8)
3,694,822
(1.2)
3,377,671
(1.1)
692,507
(0.2)
296,993,783/302,935,678
（98.0)
＜資料＞映画館入場券統合コンピュータ・ネットワークホームページ http: //www.kobis.or.kr（2006.9.
27）で年度別統計をもとに，観客数上位５位まで国別に再構成したもの。( ）中は占有率（％）を表す｡
ィフィルムフェスティバル」を開催したが（CINE21, No. 559)7) ，予想外の反応で13日から
26日まで２週間，人気作品５本だけでアンコール上映をした。さらにこれも大きいな反響を
呼び，翌日27日から石川寛監督の＜好きだ＞，石川克人監督の＜茶の味＞，三木聡監督の＜
亀は意外に速く泳ぐ＞，李相日監督の＜スクラップヘブン＞，小泉尭史監督の＜博士が愛し
た数式＞等，１次アンコール上映作５本のうち，＜博士が愛した数式＞を除く４本で延長上
映に入った。この期間中，ソウル地域の観客数が約２万人に迫り，重要な座席占有率が80％
を越えるほど大きい反響をまき起こしたという（『CINE21』, No. 564: 70)。その後，岩井俊
二監督の＜花とアリス，2004.12＞，犬童一心監督の＜メゾンドヒミコ，2005.12＞，井筒和
幸監督の＜バっチギ，2006.2＞，山下敦弘監督の＜リンダリンダリンダ，2006.4＞まで，２
年余りの間にインディ系の日本映画は単館封切りという新しい消費様式に収まったと見られ
る。この中には市川準監督の＜トニー滝谷＞と井筒監督の＜バっチギ＞という単館封切りで
１万名以上を動員した映画もある（『CINE21』, No. 547)8)。これは何を意味するのであろう
か？
日本では単館封切りは，大型商業映画に対抗してインディ系映画が生存する方式の一つだ
が，韓国ではコアアートホールやホアムアートホールで芸術性の豊かな映画が単館封切り方
式で長期間上映されたことはあるものの，一般映画館では珍しい方式といえる。個人的問題
や個人間の問題を繊細なタッチで緻密に描き出す感受性こそ，日本インディーズ映画の強み
ではないかと考える。ある映画ファンの指摘のように，韓国ではとうてい想像できない素材
で話を作り出す新鮮な発想も（CINE21 No. 564: 71）無視できないだろう。
ここでまた一つ考えられる点は，日本のインディーズ映画の大部分が青春スターによる
「青春もの」という点である。ここでいう「青春もの」とは日本語の「青春物語」のことで
あり，学園ものや恋愛もの，成長の話を含む若者の話であるが，こうした「青春もの」は漫
画やアニメーション，小説などの分野でも相当な比重を占めている。これはそれだけ素材の
多様性とストーリーの展開，表現方式などにおいて歴史的な成果が蓄積されているというこ
とを意味する。一方，韓国ではこのような「青春もの」がジャンル的に最もぜい弱な分野と
いえる。1970年代に女子高生の「青春もの」が韓国映画で一時期人気を集めたことがあった
が，その後，漫画や小説などの多様な媒体により，一つの流れとして定着しなかったと言え
る。1990年代以降，国家や民族的イデオロギーの相対的に弱い若い層が日本大衆文化の主な
消費層となった点を考慮すれば，日本映画の「青春もの」は韓国映画のジャンル的空白を埋
める代替コンテンツであるわけである。
韓国映画界が注目する日本インディーズ映画のもう一つのジャンルは,「サダコ」と呼ば
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7) http: //www.cine21.com/News_Report /news_view.php?mm=001002005&mag_id=39664（2006.9.27）
チョン・ジェヒョク，2006.6.30,「リポート，日本映画の隠れた魅力に出会う，日本インディフィル
ムフェスティバル」参照
8) http: //www.cine21.com/News_Report /news_view.php?mm=001002003&mag_id=37638（2006.9.27)，
金スギョン「韓国映画市場の日本映画中間点検」
れる「Jホラー」の恐怖／怪奇映画である（『CINE21』, No. 564: 10)。この分野は韓国映画
界にいち早く導入されて，多くの「Kホラー」も産み出された。これに比べて「青春もの」
は韓国映画界の未開拓分野である。
それでは，日本の映画を積極的に消費する人々は,「日本ファン」とか「日本通」である
のだろうか？ つまり日本のインディーズ映画ファンが日本大衆文化のマニア層と一致する
のかという問題である。これに関して「日本映画コレクション」というインターネットカフ
ェを運営している孫ジュンソン氏は，カフェ会員13,000人のうち，日本大衆文化マニアはご
く少数の200～300人程度に過ぎないと語っている（『CINE21』, No. 564: 72)。またスポンジ
で封切られた日本映画の観客中のおよそ20～30％程度が日本文化マニアであるという指摘も
（『CINE21』, No. 564: 72)，映画館客と日本大衆文化マニア層との関連性が低いことを示し
ていると見られる。つまり最近の日本インディーズ映画ブームは，日本の中の「韓流」のよ
うに，何人か傑出したスターの人気によって巨大な文化市場が作られたような注目するほど
の社会現象でないということである。韓国とハリウッドの大型商業映画に飽きた人々が，ま
だ少数だが，第３のカテゴリーを探し始め，日本のインディーズ映画が彼らの文化的欲求を
満たしてくれている状態というのが妥当であろう。とにかく日本映画に対する新しい方式の
接近として，その推移を見守る必要があるだろう。
５．結論に代えて
1990年代以降，韓国の経済成長と国際的地位に対する自信から，日本への脱植民的状況が
多様な分野で展開した。その中で注目しなければならないものは，長い間，制度的な制約の
中でも着実に日本大衆文化を見つめてきた若い世代の文化的感受性と知的好奇心といえる。
彼らの感受性と好奇心は，いわゆる制度内の権力の審判官的態度と政策を変えるのに大きな
影響を及ぼしたことは言うまでもない。その結果，心配された日本大衆文化開放にともなう
悪影響や衝撃はほとんど起きなかった。
本研究で見てきた韓国における日本映画の消費と流通は，日本大衆文化は猥褻／暴力／扇
情的で「低質」であるという型にはまった風説のイデオロギー性と虚構性を暴露して，グロ
ーバル化とともに，急速に進む文化の超国家的（transnational）生産と消費を促進させると
ころに重要な役割を果たしていると言える。現在，日本ドラマは地上波でない衛星放送やケ
ーブル TVのみで放送可能ではあるものの，主な消費空間はそれらでなくインターネットで，
ここから動画を加工して，流通させる文化的実践（実際には違法行為）が幅広くおこなわれ
ていること（毛利嘉孝，2004: 203229）も，まさに若年層の文化的感受性と知的好奇心か
ら始まったものである。
デジタル通信技術の発達にともなうメディア情報やイメージ，テキストなどのリアルタイ
ムな消費と流通が，東アジア，特に韓日間に最も活発にそして継続的におこなわれるものと
予想される。一つ幸いなのは，韓日の文化交流に今まで非対称的な権力関係が存在したが，
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最近では韓国での日本大衆文化開放措置と日本での「韓流」ブームで，均衡的な交流が期待
できるようになったという点である。
今後，JPOPや大衆歌謡をはじめとして，いまだ部分的にしか開放されていないドラマ
と放送まで，韓国での受入状況を総合的に調べる必要があるだろう。このような韓日の国境
を往来する文化移動と文化翻訳に対する調査と分析は，韓国と日本を越えてアジアの文化的
アイデンティティーと共同性を発見する契機となるであろう。
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